
大森　茂彦  議員

滝沢　幸映  議員

問　
循
環
バ
ス
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
12
月
議
会
の
質
問

で「
循
環
バ
ス
と
併
用
し
た

デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
実
施
し

て
い
る
他
市
町
村
の
状
況
を

研
究
し
て
い
る
」と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。ま
た
、第
２
期
総

合
戦
略
に
も
総
合
的
な
交
通

体
系
づ
く
り
を
促
進
す
る
と

明
記
し
て
あ
る
。
新
シ
ス
テ

ム
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

町
長　

現
在
、
町
民
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
上

田
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
行

便
や
千
曲
市
循
環
バ
ス
の
接

続
に
力
石
バ
ス
停
の
停
留
時

間
の
見
直
し
、
ど
こ
で
も
の

れ
ー
る
な
ど
循
環
バ
ス
の
利

便
性
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

よ
り
利
便
性
の
高
い
新
し
い

地
域
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

の
た
め
、
地
域
交
通
利
用
促

進
協
議
会
の
中
で
研
究
部
会

を
設
置
し
た
。
早
期
の
実
施

を
目
指
し
て
い
る
。

建
設
課
長　

研
究
部
会
は

区
長
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
、
女
性
団
体
連
絡
会
の
各

代
表
や
町
内
交
通
事
業
者
、

商
工
会
、社
協
等
で
構
成
。今

後
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
協

力
を
得
て
、
利
用
者
の
行
き

先
、
利
用
の
頻
度
等
状
況
調

査
を
行
う
。
そ
れ
を
参
考
に

運
行
形
態
、
運
行
エ
リ
ア
の

範
囲
、車
両
サ
イ
ズ
・
台
数
、

シ
ス
テ
ム
機
能
等
を
検
討

し
、
お
盆
ま
で
に
骨
格
は
作

り
た
い
。そ
の
後
、運
輸
局
へ

の
申
請
な
ど
の
諸
手
続
き
が

あ
り
、
い
つ
実
施
す
る
と
は

言
え
な
い
が
、
早
期
の
実
施

を
目
指
す
。

町の将来像は

輝く未来を奏でるまち

総
合
計
画

坂城駅前で待機する 2 台の循環バス

町の将来像実現へ向け策定

問　
第
５
次
長
期
総
合
計
画

の
成
果
と
、
第
６
次
長
期
総

合
計
画
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

第
５
次
計
画
は
基
本

目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
実

施
し
た
様
々
な
事
業
が
有
機

的
に
作
用
し「
人
が
輝
く
も

の
づ
く
り
の
ま
ち
」の
実
現

に
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
。

　

第
６
次
計
画
の
取
り
組

み
は「
輝
く
未
来
を
奏
で
る

ま
ち
」の
実
現
に
向
け
６
つ

の
基
本
目
標
を
設
定
し
た
。

各
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の

共
通
テ
ー
マ「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
達
成
と「
デ
ジ
タ
ル
変
革

へ
の
取
り
組
み
」を
位
置
づ

け
、
様
々
な
施
策
の
展
開
を

通
し
、
町
の
将
来
像
達
成
に

向
け
町
民
、地
域
、企
業
と
共

に
邁
進
し
て
行
く
。

国
際
交
流

問　
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流

事
業
の
内
容
は
。

企
画
政
策
課
長　

町
国
際
交

流
協
会
が
主
体
と
な
り
平
成

26
年
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
日
本
語

学
校
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
受

け
入
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
友
好
交
流

に
共
感
し
、
町
に
対
し
親
和

性
を
感
じ
た
ツ
ェ
レ
ス
テ
ィ

ヌ
フ
郡
長
か
ら
交
流
の
申
し

出
と
、招
待
し
た
い
旨
の「
親

書
」が
届
い
た
。

　

今
後
緩
や
か
な
交
流
に
向

け
た
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
協
定

の
締
結
を
視
野
に
、
良
好
な

関
係
が
で
き
れ
ば
と
考
え

る
。

公共交通
新
シ
ス
テ
ム
の
進
捗
状
況
は

早
期
の
実
施
を
目
指
す
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大日向　進也  議員

中嶋　登  議員

我らが愛する坂城町

にぎわい再興に向けて

問  

令
和
２
年
度
、
鉄
の
展
示

館
の
西
側
の
土
地
を
取
得
し

た
。活
用
に
向
け
て
３
年
度
約

88
万
円
が
予
算
計
上
さ
れ
て

い
る
。ど
の
よ
う
な
事
業
と
な

る
か
。

町
長　

商
業
・
観
光
・
自
治

会
等
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
か

ら
意
見
を
聞
き
、４
年
度
以
降

に
工
事
等
を
行
う
た
め
の
基

本
設
計
に
係
る
費
用
を
当
初

予
算
に
計
上
し
た
。3
年
度
は

方
向
性
を
固
め
る
と
と
も
に

基
本
設
計
を
完
成
さ
せ
、４
年

度
に
は
実
施
設
計
を
行
い
工

事
着
手
が
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
く
。

問  

町
は
中
心
市
街
地
活
性

化
検
討
委
員
会
を
設
置
の
計

画
と
あ
る
が
、近
隣
自
治
会
を

含
め
ど
の
よ
う
な
団
体
と
検

討
を
進
め
て
い
く
の
か
。

町
長　

取
得
を
し
た
土
地

は
、横
町
区
・
込
山
区
・
立
町

区
の
3
区
に
接
す
る
場
所
に

位
置
し
て
い
る
た
め
、地
域
の

代
表
と
し
て
各
区
の
区
長
、商

業
・
観
光
の
拠
点
と
な
り
得

る
事
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
商
工
会
や
観
光
協
会
、
ま

ち
づ
く
り
坂
城
の
ほ
か
、町
づ

く
り
計
画
な
ど
に
協
力
し
て

い
る
大
学
の
先
生
か
ら
も
話

を
聞
い
て
い
く
。

問  

活
用
方
法
に
つ
い
て
は
。

町
長　

坂
城
駅
周
辺
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
町
な
か
に

お
け
る
公
園
、交
流
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
活
用
が
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
有
事
の
際
に
お
け

る
避
難
場
所
な
ど
防
災
機
能

の
強
化
に
繋
げ
る
こ
と
も
で

き
る
。

問　

私
が
町
に
提
案
し
始

ま
っ
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

が
、
町
長
招
集
あ
い
さ
つ
の

中
で
１
億
８
千
万
円
を
超
え

た
と
の
報
告
が
あ
り
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
弾

み
が
つ
い
た
の
で
来
年
は
、

目
標
２
億
５
千
万
円
を
め
ざ

し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
。
今
ま
で
の
寄
附
額
の
推

移
と
今
後
の
施
策
は
。

企
画
政
策
課
長　
平
成
28
年

度
は
、
２
千
８
４
６
万
円

で
、
29
年
度
は
４
千
５
５
８

万
円
、
30
年
度
は
７
千
９
７

９
万
円
、
令
和
元
年
度
は
１

億
４
千
８
５
７
万
円
と
１
億

円
を
超
え
た
。２
年
度
は
１

億
８
千
７
０
０
万
円
超
え
と

な
っ
た
。
今
後
の
取
り
組
み

は
、
返
礼
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
や
事
業
者
の
登
録
を
増
や

し
て
い
く
。

町
も
気
候
非
常
事
態
宣
言
を

問　

地
球
温
暖
化
の
影
響

に
よ
り
、
大
き
な
自
然
災
害

が
最
近
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い

る
。
県
を
筆
頭
に
隣
の
千
曲

市
、
上
田
市
、
東
御
市
、
青
木

村
な
ど
16
市
町
村
が「
気
候

非
常
事
態
宣
言
」を
行
っ
て

い
る
。町
も
行
う
べ
き
だ
。

町
長　

宣
言
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
が
、
長
野
地
域

９
市
町
村
が
共
同
し
て

「
2
0
5
0
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」

を
め
ざ
す
包
括
的
な
宣
言
を

行
う
こ
と
を
私
か
ら
提
案
し

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
動
向

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

用地取得後の構想は

有効活用を検討する

中
心
市
街
地

ふるさと納税

目
標
額
２
億
５
千
万
円

寄
付
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
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